
作成者：宮地（23 期） 

１．日時 

令和 6 年 1 月 27 日（土） 15 時  

 

２．会場 

鹿屋体育大学講義棟 301 教室 

 

３．参加者 

重田範行（2 期）新川耕司(4 期) 田巻弘之（4 期）高橋彬（20 期）藤井雅文（24

期）鈴木智晴（27 期）白幡惇（29 期）後藤圭汰（33 期）江上翔紀（34 期）宮地彬

（23 期）  【オブザーバー 佐藤コーチ、鈴木コーチ、植田（4 年生）】計 13 名 

 

４．議事 

（１） R5 年度決算報告について 

会計担当宮地より決算報告。監査担当鈴木より会計監査実施報告 

全九州大会の支援金入金漏れがあり会計期間を R6.1/12 締に急遽変更し対応 

 

承認多数で可決 

 

（２） R6 年度予算案について 

会計担当宮地より予算案の説明 

【意見】 

前年度並みの会費収入予算について、目標額を増やしてもいいのではない 

⇒確実な支援を行う上での予算設定。 

神宮大会出場支援金についてもっと予算取りしてはどうか。 

⇒予備費より役員で判断。 

 

承認多数で可決。 

 

５． 意見交換ほか 

（１）会費の徴収体制強化について 

① ゆうちょ自動送金サービスの利用推進 

同サービスを利用しているとみられる入金が昨年 2 名→今年 7 名 

今後も普及に努める。卒業生への周知の強化 

他の金融機関について事務局はすべてに対応できないため各自で対応してもらう 
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② 会費納入状況の公表の是非について 

 会費納入者への御礼と未納者への納入督励の意味合いで納入者の氏名公表を検討し

たが、氏名については公表しない方が良いという意見が多数上がったため、氏名の公

表はしない方針とし、決算報告時に人数と金額のみ公表することとした。 

 

③ 連絡網の精査について 

   名簿の管理者と閲覧者を決定する必要があるのではないか  

→ 今後、事務局や役員会にて検討する 

 

④ キャッシュレス利用による会費徴収の可能性について 

   ペイペイ等キャッシュレス決済を会費徴収に利用できないか 

→ 今後、事務局および役員会にて調査検討する 

 

⑤ 総会の開催について（場所・時期等） 

   ・各支部での総会の開催検討（関東・中部・関 ・九州） 

   ・総会の開催時期については会計期間が 1   12 月となっており、会計報告の関係

上、規約にて原則 2 月開催と定められているため日程は動かしにくい。適した時

期があれば、提案してもらい規約変更をする方法もある 

   ・野球部の遠征に絡めて支部懇親会等を開催できないか。→ 野球部のスケジュー

ルの情報共有を野球部へ依頼 

 

（２）野球部からの報告 

藤井監督より戦績および野球部の現状報告 

 ・神宮大会出場にかかる支援に対するお礼 

・野球部運営にかかる金額について年間で 1 千万円かかり部費は学生から 5 万円/年と

別途遠征費を徴収している状況で厳しい財政状況であり、選手の個人負担も大きい 

・今後さらに支援を強化し、選ばれる野球部に成 させたい。そのために野球部の支援

体制について後援会設立の構想がある。（OB・  ・地域協賛企業等） 

・今年度より開始した野球の授業について概略の説明 

・会員の来鹿意欲向上のため総会時模擬授業の開催要望があった。 

 

 

 

 

 

以上 
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